
 

会議名 胎内市露天市場運営委員会 

日 時 令和 4年 3月 25日（金）14：00～15：00 

場 所 胎内市役所 2階 農業委員会会議室 

出席者 委員：市場開設区域代表 2名、出店者代表 1名、市民代表 1名 

事務局：2名 

 

議題 

 

１ 市場運営の経費の状況 

【消耗品費、印刷費】食糧農業大学イラストサークルへ依頼し看板を作成 

【手数料】道路使用許可手数料（2,300*年４回） 

【委託料】シルバー人材センターへ市場の管理委託 

【借地料】若宮神社及び地蔵堂借地料 

 

〇年間の経費 

・令和元年度 1,135,468円 令和 2年度 1,140,348円 令和 3年度（見込）785,498円 

⇒令和 2 年度より夜市の電気工事を廃止し、投光器を導入したことで、今年度より経費が削減され

ている。 

 

２ 出店の状況 

〇納入の状況 

・出店者は年々減っており、月別で見れば増えている月もあるが、合計で見れば前年比で減少してい

ることがわかる。 

・臨時出店について、令和 2 年度は定期出店から臨時出店に切り替えるなどの動きがあったため、2

年度と元年度を比較すると増加しているが、3年度はいずれも減少している 

・令和 3年度の臨時出店が減少している要因は降雪もある。 

・令和 3年度の 7月が増加している要因は学生出店（12店舗*間口 2つ分）。 

 

３ 今年度の動き、次年度に向けて 

〇今年度の動き 

・例年 5 月に開催している意見交換会「おしゃべり会」は新型コロナウイルス感染症の影響により未実

施である。 

 

・授業の一環として新潟食糧農業大学の学生出店があった（新型コロナウイルス感染症の影響により昨

年度は未実施）。職員 2名がゲストとして講評に参加した。 

 

・新潟食糧農業大学イラストサークルへ協力を依頼し、看板を 2枚作成した。 



令和 4 年 4 月 3 日から使用予定としており、1 枚は地蔵堂前、もう 1 枚は境内又は商店街沿いを考え

ており、設置場所について協議したい。 

 委員：境内は市場を目的とした人が入ってくるため呼び込みの効果は薄いのではないか。 

 委員：丸三通り（商店街沿い）は車も通るため邪魔になるのではないか。 

⇒開設区域として道路使用許可を取っているが、現在出店はなく車を通している。 

 委員：歩いてくる客は少ない、図書館側から歩いてくるか境内の駐車場へ止めている。神社の入り口

のあたりはどうか。 

 委員：（神社に入り口は）駐車場の案内であればいいが、人を呼び込むのであれば丸三通りの方が効

果的なのでは。 

 委員：図書館側はそもそも人通りが少ないため効果は薄い。 

 委員：（丸三通りは）商店街からもよく見えるため、通りが明るくなる。 

⇒設置場所は地蔵堂前と丸三通りで決定。 

 

看板は無地にマグネットシートとなっているため、今後も学校とコラボし種類を増やしていきたい。 

 

〇次年度へ向けて 

出店区域について 

・出店場所をまとめるか維持するか、最初の段階として今の状況が問題ないかを消防等に確認してもら

いたいと考えている 

・地域住民から寄せられた苦情：道路にテントが掛かっており、出店区域内から区域外へ出るのが困難

なため、改善してほしい 

⇒該当の店舗「車が通るのであればテントを持ち上げるなど対応する。市からの依頼であれば移動

してもいい」 

・まとめたほうが賑わうとの意見もある 

⇒場所にお客さんが来るため移動したくない（出店者） 

・まとめる場合の出店場所⇒境内 

⇒冬期間は除雪の問題もある。 

道路に出店している人は軒下を利用しているため、現状のまま境内に出すのは難しい。 

臨時で境内に出店している人がおり、境内にまとめるとその人たちが出店できる場所がなくなる

と思われる。 

 

４ その他 

 委員：前回「虹の家では野菜の生産活動を行っているため、出店を呼び掛けてはどうか」と提案した

が、進捗はどうなっているか 

事務局：おそらく利益をほぼ出さないような価格設定になる。 

来客についても減少傾向であり、現在の出店者と販売物が大きくかぶっていることを考えると

難しいため、提案は行っていないが、今後調整ができれば話をしてみたい。 

 



 委員：村上桜ケ丘高校が花を売っている（年一回、本町商店街のあたりを訪問）。 

村上の市場へ出店しているかは不明、そちらに声をかけてみても面白いのでは 

事務局：日程調整の問題がある。また、市場の客が一番多い時間は 7時頃だが学生は難しい。 

 

 


